
電気用品安全法の解釈 － 対象非対象関係 

      平成２７年５月２９日 製品安全課 
商品名等 
（電気用品名等） 電気浄水器 

 
１ 当該商品等の概要 
 
○用途、機能、性能 
 当該装置は、水道に接続し、水道水を２種類の機械的フィルター及び１つの活性

炭フィルターを通して浄水するものである。 

また、空気中の高圧電極間で放電させオゾンを発生させるオゾン発生装置を備

えており、この装置で得られたオゾンを水と混ぜる事により、オゾンを含んだ水を

生成する機能を有する。 

このオゾンを含んだ水は、各フィルターの洗浄に用いられると共に、洗浄水とし

て野菜などの洗浄にも利用できる。 

浄水器及び洗浄水生成器としてのモードと、フィルターの洗浄モードとの切り替

えは、電磁弁により行う。 

 
○構造、仕様、意匠 
寸 法（ｍｍ）： 約４００（Ｗ）×３００（Ｈ）×１５０（Ｄ） 

重     量： 約５ｋｇ 

定      格： １００Ｖ、５０／６０Ｈｚ、約１００Ｗ 

 
○主な使用者、販売先 
一般消費者 

 
 
２ 対象・非対象の解釈 
特定電気用品以外の電気用品のうち、交流用電気機械器具の「医療用物質生成器」

として取り扱う。 
 
（理由） 
医療用物質生成器には、オゾンを生成するものが含まれる。よって、「医療用物

質生成器」で取り扱うことが妥当と判断する。 

 

 


